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　2） 「挫傷・打撲」の項目が小学校（体育が 305 件，部活動が 77 件），中学校（体育が 3200 件，部活動が
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体 6 件），高等学校等・高等専門学校（全体 7 件）すべ
てにおいて 0 件であった．ソフトボール中の障害の発生
件数は，小学校（全体 11 件）の体育（保健体育）で 1 件，
部活動は 0 件，中学校（全体 84 件）の体育（保健体育）
で 2 件，部活動で 4 件，高等学校等・高等専門学校（全

















































場合 小学校 中学校 高等学校等・高等専門学校 計
ソフトボール 体育（保健体育） 0 0 0 0部活動 0 0 0 0
ソフトボール以外 体育（保健体育） 3 1 1 5部活動 0 5 6 11
総計 3 6 7 16
総計に対するソフトボールの割合（%） 0 0 0 0
体育（保健体育）の総計に対するソフトボールの割合（%） 0 0 0 0
部活動の総計に対するソフトボールの割合（%） 0 0 0 0
障害の発生件数 単位：件
場合 小学校 中学校 高等学校等・高等専門学校 計
ソフトボール 体育（保健体育） 1 2 2 5部活動 0 4 3 7
ソフトボール以外 体育（保健体育） 9 24 27 60部活動 1 54 103 158
総計 11 84 135 230
総計に対するソフトボールの割合（%） 9.1 7.1 3.7 5.2
体育（保健体育）の総計に対するソフトボールの割合（%） 10.0 7.7 6.9 7.7




場合 学年・性別 障害の種類 備考





場合 学年・性別 障害の種類 備考
体育（保健体育）














2 年・女 手指切断・機能障害 校庭でソフトボール部の部活動練習中に，ノックを受けていたところ，右手薬指にボールが当たった．
3 年・女 手指切断・機能障害 大会の試合中，飛んできたボールを受けようとして，グローブをしていない右手小指にボールがぶつかった．
[3] 高等学校等 ･高等専門学校
場合 学年・性別 障害の種類 備考
体育（保健体育）







1 年・女 視力・眼球運動障害 ソフトボール部の部活動中，ノックの練習をしていたところ，相手の投げたボールがそれて，本生徒の右眼を直撃した．




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が 77 件），中学校（体育が 3200 件，部活動が 1653 件），
高等学校等（体育が 2147 件，部活動が 1055 件），高等






























　 2  ）「挫傷・打撲」の項目が小学校（体育が 305 件，
部活動が 77 件），中学校（体育が 3200 件，部活動
が 1653 件），高等学校等（体育が 2147 件，部活動
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